
週刊「医学のあゆみ」バックナンバー
○ 通　　常　　号：2023 年 定価 1,540 円（本体 1,400 円＋税 10%）／2024 年 定価 1,650 円（本体 1,500 円＋税 10%）
● 第 1 土曜特集：2023 年 定価 2,860 円（本体 2,600 円＋税 10％）／2024 年 定価 2,970 円（本体 2,700 円＋税 10%）毎月第 1 週
★ 第 5 土曜特集：2023 年 定価 6,490 円（本体 5,900 円＋税 10％）／2024 年 定価 6,600 円（本体 6,000 円＋税 10%）年 4～5 回

2023年
● 全ゲノム解析に基づく難病のゲノム医学　4月1日　285巻1号
　企画：徳永 勝士（国立国際医療研究センター）
○ 環境化学物質が人体へ与える影響　4月8日　285巻2号
　企画：市原 佐保子（自治医科大学）
○ 頻尿に潜む病態を見破る　4月15日　285巻3号
　企画：大家 基嗣（慶應義塾大学）
○ 全身性強皮症―病態解明と診断・治療UPDATE　4月22日　285巻4号
　企画：住田 隼一（東京大学）
★ mRNAワクチンやゲノム編集で注目が集まる遺伝子治療　4月29日　285巻5号
　企画：森下 竜一（大阪大学）
● 自律神経のサイエンス　5月6日　285巻6号
　企画：荒木 信夫（よみうりランド慶友病院）
○ エムポックス（サル痘）の疫学・感染経路・症状・診療指針　5月13日　285巻7号
　企画：氏家 無限（国立国際医療研究センター）
○  神経系リハビリテーションの新潮流　5月20日　285巻8号
　企画：川上 途行（慶應義塾大学）
○ 生体模倣システム（MPS）の発展と創薬応用　5月27日　285巻9号
　企画：梅澤 明弘（国立成育医療研究センター）
● 抗体医薬の進歩と課題　6月3日　285巻10号
　企画：石井 明子（国立医薬品食品衛生研究所），津本 浩平（東京大学）
○ MINOCAの病態・診断・治療　6月10日　285巻11号
　企画：辻田 賢一（熊本大学）
○ HFpEF（左室駆出率が保たれた心不全）の病態と治療　6月17日　285巻12号
　企画：山本 一博（鳥取大学）
○ メタバースの医療への展開　6月24日　285巻13号
　企画：小山 博史（東京大学）
●  ARDSの治療戦略―個別化診療への道筋　7月1日　286巻1号
　企画：竹内 宗之（国立循環器病研究センター）
○  オキシトシンの向精神作用と精神疾患治療応用への展望　7月8日　286巻2号
　企画：門司 晃（慈光会若久病院）
○  ヒト細胞アトラスプロジェクトの現在地　7月15日　286巻3号
　企画：安藤 吉成（理化学研究所）
○  古代ゲノム学と医学の交差点　7月22日　286巻4号
　企画：瀬口 典子（九州大学）
★  生体イメージングの最前線　7月29日　286巻5号
　企画：石井 優（大阪大学）
●  統合失調症の未来―研究と治療　8月5日　286巻6号
　企画：福田 正人（群馬大学）
○  がんオルガノイド　8月19日　286巻7・8号
　企画：齋藤 義正（慶應義塾大学）
○  覚醒下手術の最前線―臨床的意義と神経科学　8月26日　286巻9号
　企画：三國 信啓（札幌医科大学）
●  人生100年時代を見据えてがんと生活習慣病（心疾患／糖尿病／CKD／MAFLD）を再考する　9月2日　286巻10号
　企画：益崎 裕章（琉球大学）
○  多囊胞性卵巣症候群UPDATE　9月9日　286巻11号
　企画：原田 美由紀（東京大学）
○  AKI―to―CKD transition　9月16日　286巻12号
　企画：三村 維真理（東京大学）
○  美容医療の現状における問題点と解決への取り組み　9月23日　286巻13号
　企画：朝戸 裕貴（獨協医科大学）
★  内視鏡医学のすべて　9月30日　286巻14号
　企画： 田中 信治，坂井 義治，大須賀 穣，川村 雅文， 

上田 恭敬，木内 博之，武中 篤

● 医学・工学の融合によるイノベーション　10月7日　287巻1号
　企画：佐久間 一郎（東京大学）
○ 遠隔医療，オンライン診療の現在と未来　10月14日　287巻2号
　企画：近藤 博史（協立記念病院）
○ 異所性脂肪と心血管病　10月21日　287巻3号
　企画：福田 大受（大阪公立大学）
○ 適応障害（適応反応症）の予防と対策　10月28日　287巻4号
　企画：平島 奈津子（国際医療福祉大学）
● 老化を標的とした疾患予防・治療　11月4日　287巻5号
　企画：中西 真（東京大学）
○ 妊娠高血圧症候群（HDP）の予防・治療・管理　11月11日　287巻6号
　企画：市原 淳弘（東京女子医科大学）
○ 肺癌に対する薬物治療の最前線　11月18日　287巻7号
　企画：前門戸 任（自治医科大学）
○ Onco－Cardiology―最新ガイドラインと今後の課題　11月25日　287巻8号
　企画：矢野 真吾（東京慈恵会医科大学）
● 質量分析イメージング法を用いた創薬・医学研究　12月2日　287巻9号
　企画：池川 雅哉（同志社大学）
○ 補体revisited―抗補体療法はどこまで進んだか？　12月9日　287巻10号
　企画：堀内 孝彦（福岡市民病院）
○ 生体膜研究の基礎と応用　12月23日　287巻11・12号
　企画：横溝 岳彦（順天堂大学）
★ アルツハイマー病―研究と治療の最前線　12月30日　287巻13号
　企画：岩坪 威（東京大学）
2024年
● 自然リンパ球の生理と病理　1月6日　288巻1号
　企画：茂呂 和世（大阪大学）
○ リキッドバイオプシーを用いたがん診療の未来図　1月13日　288巻2号
　企画：中村 能章（国立がん研究センター）
○ CAR－T細胞療法の最前線―現状と残された課題　1月20日　288巻3号
　企画：赤塚 美樹（名古屋大学）
○ 百寿者研究から探る健康長寿への道　1月27日　288巻4号
　企画：新井 康通（慶應義塾大学）
● 膠原病のすべて　2月3日　288巻5号
　企画：藤尾 圭志（東京大学）
○ 消化器外科領域におけるロボット手術の最前線　2月10日　288巻6号
　企画：藤田 文彦（久留米大学）
○ 精神疾患における環境要因と遺伝－環境相互作用　2月17日　288巻7号
　企画：池田 匡志（名古屋大学）
○ 出血傾向あるいは血栓傾向をきたす血小板減少症と血小板機能異常症　2月24日　288巻8号
　企画：森下 英理子（金沢大学）
● 成人診療医にも知ってもらいたい小児神経疾患診療のポイント　3月2日　288巻9号
　企画： 望月 秀樹（大阪大学），宮本 雄策（聖マリアンナ

医科大学）
○ 行動変容による疾病の予防　3月9日　288巻10号
　企画：飯島 勝矢（東京大学）
○ アナフィラキシーup to date 2024　3月16日　288巻11号
　企画：海老澤 元宏（国立病院機構相模原病院）
○ GLP－1受容体作動薬・GIP／GLP－1受容体作動薬　3月23日　288巻12号
　企画：矢部 大介（京都大学）
★ 遺伝統計学の新潮流―新規創薬・個別化医療への挑戦　3月30日　288巻13号
　企画：岡田 随象（大阪大学）
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